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古いＦＲＰ製水槽のリフォーム技術紹介

ＦＲＰ水槽へのステンレス皮膜リフォーム技術紹介
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【普段、何気なく口にしているその水は大丈夫ですか？】

ＦＲＰ製水槽の耐久性は半永久的であるとされてきましたが、実際には太陽光による紫外線や熱・風雨、水圧負荷
等により劣化が進んでいます。これを放置すると、水の汚染や水槽本体の破壊などの事故につながりかねません。
このような劣化の進んだＦＲＰ水槽や架台へのステンレス皮膜リフォーム技術を紹介します。
普段目にする事の少ない、水槽上部の劣化状況を確認され、必要に応じてリフォームを計画してください。

水槽内補修時は
断水が必要です。


